
ホタテガイの増養殖に関する研究

Ⅰ ホ タ テ ガ イ 天 然 採 宙 試 験

1 浮 遊 幼 生 調 査
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陸奥湾におけるホクテガイの天然採苗は､漁民の意欲の高揚とあいまって漸次向上しつつあるが､な

お不安定を状態にある｡

今年度も､採苗の安定化と能率増進を目的としてこの調査を実施した｡

浮遊幼生調査の分については､主担者であった武田が転勤となったため､代って伊藤がと9まとめた｡

調 査 方 法

第1回調査 :昭和 43年 4月16日 陸奥西湾の 3地点

第 2回調査 :昭和 43年 4月23日 〝

第3回調査 :昭和43年 4月30日 〝

第 4回調査 :昭和 43年 5月16-18日

陸奥湾全湾の14地

点例年通b2,5,10.20,30.40mの各層よb

海水 2O-3OLを汲み上げ､プランク トンネットでろ過し､その

中に含まれているホクテガイ浮遊幼生の個体数をらびに穀長を測定し､I
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第2図浮 遊幼生出現状態 (fWm)

に
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おいて､
穀長2OOjL以 上のものが68.5

飾､付着期に適した 28O､P以上のものが7.7藤も出ておb､これよb推定す

れば､本年度のホクテ

ガイの産卵期は例年よbやや早く


